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酪農・乳業には，関連する多様な技術と理論

がありますが，いずれも社会の変化に呼応して

進歩してきました。それにより新しい概念や観

点が提唱され，時には大きく根本から変わるこ

ともあります。特に最近は社会の変化のスピー

ドが速く，それに伴って酪農・乳業においても

社会的な課題，要請が大きく変化し，多様化し

てきたように感じられます。近年その重要性が

急速に増している社会的課題の一つは地球温暖

化の抑制であり，産業や生活など人間の活動全

てにおいて二酸化炭素に代表される温室効果ガ

スの排出量を減らすための技術やシステムの開

発が強く求められています。一方，少子化・高

齢化が進む近代社会においては，食品や食生活

習慣による健康の維持・増進，特に乳幼児や高

齢者においては，疾患の予防までをも可能にす

るような理論構築と関連する技術の開発が，も

う一つの重要課題となっています。

前回に続いて第 72巻でも，このような社会的

課題の解決に向けた酪農・乳業分野における研究

や技術開発の動向を 4人の専門家の方々にご執筆

いただきました。農研機構畜産研究部門の寺田氏

には酪農における乳牛からのメタンガス排出抑制

に加えて産業，経営体からのメタン排出量の低減

についてもご紹介いただきました。また，同食品

研究部門の植村氏には，乳業における基幹製造技

術である加熱殺菌に関して，液状食品に直に通電

することで加熱時間を短縮し食品の劣化を抑えか

つ十分な殺菌効果が得られるような新しい殺菌技

術についてご紹介 いただきました。さらに，編

集委員の齊藤氏には，消化吸収など生体利用効率

まで含めた新しい食品タンパク質の質的評価指標

の解説と，この新たな指標を用いることによる動

物性タンパク質の栄養価および環境負荷の程度の

見直しについての最新動向の解説をしていただき

ました。一方，森永乳業基礎研究所の大野氏と清

水（肖）氏には，腸内細菌が複雑な機構を介して

種々の神経疾患に関わることを示唆した最新の基

礎研究と，特定の菌株による認知機能改善作用を

実証したヒト臨床試験での研究成果について，そ

の作用機序も含めてご紹介いただきました。

読者の皆様からの寄稿では，日本乳業協会常務

理事の滝本氏から HACCPに関して小規模事業者

等のための弾力的な措置，運用について昨年 11

月の改定内容を中心に話題を提供いただきまし

た。乳技協からは，丸田氏による全国集乳路線別

生乳成分調査について最近 10年間のデータを追

加した乳成分変化の推移の update版と，山口氏

による検査技術研修会での参加者からの質問につ

いての Q&Aを掲載いたしました。

最後になりましたが，第 72巻の発刊にあたり，

ご多忙の中ご執筆を快くお引受けいただきました

皆様に厚くお礼申し上げます。

松田　幹

乳業技術編集委員長

福島大学食農学類教授
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